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ﾃｽﾗEVが死亡事故 

2021-04-26 

Q:  どのような事故ですか？  

A:  2021年4月17日、米国の電気自動車（EV）大手ﾃｽﾗのｾﾀﾞﾝ（ﾓﾃﾞﾙ S）が、運転席に誰も乗っていな

い自動運転で死亡衝突事故を起こしました。この事故で半自動運転ｼｽﾃﾑの安全性が厳しく問われ、

この分野の規制監督の曖昧さが改めて浮き彫りになっています。 事故があったﾃｷｻｽ州ﾊﾘｽ郡の警

察は、ﾓﾃﾞﾙ Sはｶｰﾌﾞを曲がりきれず木にぶつかって炎上して、助手席にいた人と後部座席の自動

車ｵｰﾅｰが死亡したと説明しています。 ﾃｽﾗのｲｰﾛﾝ･ﾏｽｸ CEOは、ﾓﾃﾞﾙ Sは車線維持や自動ﾌﾞﾚｰｷとい

った「ｵｰﾄﾊﾟｲﾛｯﾄ」と呼ばれる半自動運転ｼｽﾃﾑが作動しておらず、より高度な「ﾌﾙｾﾙﾌﾄﾞﾗｲﾋﾞﾝｸ（゙FSD）」

は装備していなかったと語っています。 こうしたｵｰﾄﾊﾟｲﾛｯﾄやFSD、他のﾒｰｶｰが製造している類似

の機能こそが、自動車と道路の安全に責任を負う当局者に課題を突きつけています。 米道路交通

安全局（NHTSA）は、ｵｰﾄﾊﾟｲﾛｯﾄのような半自動運転ｼｽﾃﾑ、もしくは完全自動運転車（AV）向けの

特別な規制ないし性能基準をまだ導入していません。そうしたｼｽﾃﾑが必ず意図通りに使われるよ

うにとか、運転手が間違った使い方をしないようにﾒｰｶｰに要求するﾙｰﾙもありません。唯一存在す

るのは、車両へのﾊﾝﾄﾞﾙ装備と人間によるｺﾝﾄﾛｰﾙを義務付ける連邦規則だけです。 性能や技術に

ついての基準がないために、ｵｰﾄﾊﾟｲﾛｯﾄのようなｼｽﾃﾑは規制面でのｸﾞﾚｰｿﾞｰﾝに置かれています。 ｵ

ｰﾄﾊﾟｲﾛｯﾄが作動していたﾃｽﾗ車による衝突事故は、以前にも多数あります。ﾃｽﾗは昨年10月以降、

FSDのﾍﾞｰﾀ版を約2000人の顧客向けに提供していて、実質的に公道における機能の試験を可能にし

ています。 ﾊﾘｽ郡の警察は現在、ﾃｽﾗのﾃﾞｰﾀに対する捜索令状を請求していて、今回の事故の被害

者も車両の自動運転機能を試そうとしていたという目撃者情報を公表しています。 

 

図.1 事故を起こしたﾓﾃﾞﾙ Sの残骸 

Q:  自動車業界はまだEVの自動運転を断念できないのでしょうか？ 

A:  そのようです。自動運転に関しては航空機の方が進んでいます。航空機の歴史はそれほど長くあ

りませんが、これまで試行錯誤を繰り返しながらｼｽﾃﾑの自動化を進めてきました。その間、自動

化ｼｽﾃﾑの暴走などによる死亡事故やｲﾝｼﾃﾞﾝﾄを多数経験しています。その経験からいえば、移動体

の完全自動運転は不可能であり、半自動運転ｼｽﾃﾑの実現も難しいといえます。現代の第４世代航

空機は半自動運転ｼｽﾃﾑを採用していますが、安全な運用に関して苦悩しているのが実情といえま
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す。自動車の自動運転の歴史はまだ浅いために、自動車業界は航空機が経験したような苦労話を

理解できていないのだと思います。 

 

図.2  航空機の自動化の変遷 

Q:  航空界が自動化による死亡事故やｲﾝｼﾃﾞﾝﾄから得た教訓とはどういうものでしょうか？ 

A:  航空機だけでなく、移動体の完全自動運転は絶対にできないという教訓です。航空界は航空機の

無人化などまったく考えていません。現在の半自動運転ｼｽﾃﾑでも、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの誤作動や不作動が起

きた際には人間によるﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟが不可欠という教訓を得ています。ｼｽﾃﾑの自動化が「技術中心の

自動化」であれば、人間がうまくﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟできないというのも教訓です。航空界は、ｼｽﾃﾑの自動

化は「人間中心の自動化」でなければならないという貴重な教訓を得ています。航空界が多くの

犠牲で得た教訓を自動車業界が理解していないのは残念でなりません。 

Q:  ﾃｽﾗのﾓﾃﾞﾙ Sは運転手がいないまま自動運転していましたが、これは論外ということですか？ 

A:  まさにその通りです。ﾃｽﾗはﾓﾃﾞﾙ Sを半自動運転ｼｽﾃﾑといっていますが、現実には運転手による自

動運転のﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟなど考えていません。運転手がいたとしても、「人間中心の自動化」ではない現

在の自動運転ｼｽﾃﾑをうまくﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟすることはできません。米国やその他の国の安全監督当局も、

自動車業界が推進している現在の自動運転を統制できないようです。 

Q:  「人間中心の自動化」といわれてもｲﾒｰｼﾞできませんが、実現できるのですか？ 

A:  航空界は「人間中心の自動化」を目指すために概念（Concept）をまとめています。ですが、抽象

的であるために航空機ﾒｰｶｰは航空機の設計に十分には反映できていません。弊社が知るかぎり、

世の中で「人間中心の自動化」の概念を設計に実践できているのはわが国の「あるｼｽﾃﾑ」だけで

す。残念ながら、わが国の技術者はそのことに気づいていません。技術者が気づかなくとも、「あ

るｼｽﾃﾑ」はすでに世界を席巻してﾃﾞﾌｧｸﾄｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞになっています。わが国の自動車業界も「ある

ｼｽﾃﾑ」を参考にして自動車の自動運転を設計すれば、世界を席巻することも夢ではありません。 

Q:  御社は、「人間中心の自動化」の概念を自動車業界に紹介する労をとっているのですか？ 

A:  弊社代表は、2008年からわが国の自動車業界で最大の産学協同団体である「（社）自動車技術会」
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で論文査読委員を務めています。担当は「自動車のﾋｭｰﾏﾝﾌｧｸﾀｰ」です。わが国の自動車ﾒｰｶｰや研

究機関の研究者から、自動運転に関する研究論文が多数寄せられています。自動車技術会の会誌

に論文が掲載されれば、研究者にとって登竜門になるからです。公表すべきか迷いましたが、弊

社代表はそれらの論文を是としませんでした。論文査読対象者には、自動車設計における「人間

中心の自動化」の必要性を熱く説きました。本来はそのような論文査読委員は敬遠されるのですが、

自動車技術会はなぜか現在まで続けさせてくれています。 

Q:  航空機では半自動運転ｼｽﾃﾑが運用されているのに、自動車ではなぜ駄目なのですか？  

A:  自動化ｼｽﾃﾑが誤作動や不作動を起こした際に人間がうまくﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟするには、訓練が必要です。

航空界ではその訓練をｱｯﾌﾟｾｯﾄ訓練（Upset Training）といっています。ﾊﾟｼﾛｯﾄがｱｯﾌﾟｾｯﾄ訓練を

するには、ｼﾐｭﾚｰﾀの使用などで多額の費用を要します。自動車の自動運転では、ﾊﾞｽやﾀｸｼｰの運転

手だけでなく多数の一般運転手が対象になりますので、現実的に不可能といえます。 

Q: 自動運転ｼｽﾃﾑで誤作動や不作動が起きる主な原因は何ですか？  

A:  最も多いのは電磁干渉（EMI）です。EMIは残念ながら現在の技術では防げません。航空機ﾒｰｶｰの

ﾀﾞｸﾞﾗｽは早くからそのことに気づいていました。そのために、自動化を極力避けた機種である

DC-10を開発しました。当然、燃費が悪いために売れませんでした。その結果、軍用機のﾒｰｶｰであ

るﾏｸﾀﾞﾈﾙに買収されてしまいました。合併後のﾏｸﾀﾞﾈﾙ･ﾀﾞｸﾞﾗｽが開発したのがLSAS（Longitudinal 

Stability Augmentation System）という自動化ｼｽﾃﾑを採用したMD-11です。MD-11はLSASの誤作動

により世界各地で悲惨な事故を繰り返しました。JALも、LSASの誤作動によるMD-11の事故で女性

客室乗務員を１名死亡させています。結局のところ、ﾏｸﾀﾞﾈﾙ･ﾀﾞｸﾞﾗｽもMD-11の設計ﾐｽで倒産して

ﾎﾞｰｲﾝｸﾞに吸収されました。ﾏｸﾀﾞﾈﾙ･ﾀﾞｸﾞﾗｽがたどった運命は、自動運転を目指している現在の自

動車ﾒｰｶｰの将来にそのまま重ね合わせることができます。 

 

図.3  LSASの誤作動で逆さになったﾌｪﾃﾞｯｸｽ80便（MD-11） 
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